














要約:保健所や市町村保健センターで行われる乳幼児健康診査や育児相談などの機会に,器

質異常による視力不良者の発見が可能か否か,可能であるならば,どの様な機会に,どの様

な異常者が発見されるかを知り,乳幼児眼科健診で積極的に器質異常者の発見をする体制

を作るための資料とするために,保健機関から紹介され愛知県総合保健センターを受診し

た器質異常者につき,受診の時期,受診のきっかけ等を調べた。またこれらの異常者の長期

経過を見ることで,眼科健診の意義などを考えた。その結果,視反応や外見の観察,斜視の

有無,ものを見る時の様子などを観察することにより,乳幼児検診の場で異常者の検出は可

能と思われた。異常者の長期経過から,たとえ治療法のない先天異常などであっても,残余

視力の改善,補助具等の指導が可能であり,早期からの適切な管理は有効と思われた。この

様な観点から見ても,早期に器質異常を発見することは重要であると考えた。


